
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
誕
生
!!

「
官
兵
衛
の
里
・
西
脇
市
」
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「
官
兵
衛
の
里
・
西
脇
市
」
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
、
親
し
み
や
す
い

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
へ
そ

の
か
ん
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
官
兵
衛

の
多
可
郡
黒
田
村
生
誕
説
に
ち
な

ん
で
、
幼
少
期
の
官
兵
衛
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
に
掲
載

し
て
い
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、「
官

兵
衛
の
里
・
西
脇
市
」
を
毛
筆
で

表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
関

連
商
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
登
場
す
る
予
定
で
す
の
で
、
楽

し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お

使
い
い
た
だ
き
、
ど
ん
ど
ん
と

「
官
兵
衛
の
里
・
西
脇
市
」
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
使
用
に
際
し
て
は
簡
単
な
手

続
き
が
必
要
で
す
。

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の

使
用
に
つ
い
て

 　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

は
無
償
で
使
用
で
き
ま
す
が
、
使

用
の
際
は
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
出
の
様
式
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
押
印
し
、

左
記
ま
で
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
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西
脇
市
郷
瀬
町
6
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番
地

　

西
脇
市
「
官
兵
衛
の
里
」
推
進 

　

協
議
会
事
務
局
（
市
役
所
企
画

　

政
策
課
内
／
市
役
所
内
線
2
2 

 

5
）

　

平
成
26
年
1
月
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
が
放
送
さ
れ
ま

す
。
市
内
で
は
、
そ
の
主
人
公
・
黒
田

官
兵
衛
の
生
誕
地
は
黒
田
庄
町
黒
田
だ

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、「
官
兵
衛
の

里
・
西
脇
市
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
に
は
西
脇
市
「
官
兵
衛
の
里
」

推
進
協
議
会
を
設
立
。
市
を
挙
げ
て
黒

田
官
兵
衛
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
推
進
協
議
会
で
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制

作
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
へ
そ
の

か
ん
ち
ゃ
ん
」
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
こ
ば
や
し
あ
や
き
さ
ん
が
担
当
。

ま
た
、
毛
筆
体
の
ロ
ゴ
は
、
西
脇
高
校

書
道
教
諭
の
森
川
和
義
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
ロ
ゴ
を
使
っ
て
、
西
脇
の
ま
ち
を

「
黒
田
官
兵
衛
」
で
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
月
号
で
は
、
併
せ
て
官
兵
衛
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
ト
ピ
ッ
ク
ス

と
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
関
西
学
院
大
学
都
市
研
究
会
」
の
15
人
が
今

年
度
か
ら
2
年
間
、
官
兵
衛
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
に
参
画
。
地
域
の
魅
力
向
上
を
目
的
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

初
開
催
の
「
黒
田
の
里　

官
兵
衛
ま
つ
り
」
の

実
行
委
員
会
に
も
参
画
。「
若
者
」
か
つ
「
よ
そ

者
」
の
視
点
で
、
黒
田
庄
地
区
を
中
心
に
地
域
の

魅
力
向
上
、
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

9
月
19
日
に
は
第
5
回
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
開
催
。
官
兵
衛
ま
つ
り
の
内
容
や
広
報
戦
略
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
前
夜

祭
の
開
催
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
と
こ
ろ　

荘
厳
寺
・
黒
田
公
民

館
（
西
脇
市
黒
田
庄
町
黒
田
）

◆
主
催　

西
脇
市
「
官
兵
衛
の

里
」
推
進
協
議
会
、
北
播
磨
黒

田
官
兵
衛
生
誕
地
の
会

◆
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
内
線
5
2
3
）

　

荘
厳
寺
や
黒
田
公
民
館
を
主
な

会
場
と
し
て
「
黒
田
の
里　

官
兵

衛
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

黒
田
氏
先
祖
の
法
要
や
甲
冑
武

者
行
列
を
核
に
、
官
兵
衛
グ
ッ
ズ

や
特
産
品
の
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
生
誕
地
説
の
根
拠
と
さ
れ
る

「
本
黒
田
家
略
系
図
」
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

荘
厳
寺
は
秋
の
紅
葉
が
美
し
い

古
刹
と
し
て
も
有
名
で
す
。
秋
の

行
楽
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
と
き　

11
月
17
日（
日
）　

午
前

10
時
〜
午
後
3
時

衛
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
活
動
し
ま

す
。「
へ
そ
の
か
ん
ち
ゃ
ん
」
と

合
わ
せ
て
、
こ
ち
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

下
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
は
、
西

脇
市
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん
の
ふ
る
さ
と

凱
旋
ラ
イ
ブ
「
歌
う
！
ト
ー
タ
ス

松
本
風
速
Ｍ
Ａ
Ｘ
」
の
会
場
で
お

披
露
目
さ
れ
た
「
黒
田
牛
兵
衛
」、

愛
称
は
「
ぎ
ゅ
う
べ
え
く
ん
」
で

す
。

　

こ
れ
は
、
ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん

に
デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
い
た
原
画
を

も
と
に
、
黒
田
庄
地
区
ま
ち
づ
く

り
住
民
会
議
が
制
作
し
た
も
の
で

す
。
今
後
は
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
、
黒
田
庄
和
牛
や
黒
田
官
兵

「へそのかんちゃん」

黒田の里 官兵衛まつりを開催（11/17）
紅葉の美しい荘厳寺で…

大
学
生
の
若
い
発
想
力
で
地
域
の
魅
力
を
向
上

　

官
兵
衛
に
関
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
歴
史
の

ロ
マ
ン
に
思
い
を
は
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

企
画
政
策
課
（
市
役 

　

所
内
線
2
2
5
）

　

西
脇
市
「
官
兵
衛
の
里
」
推
進

協
議
会
で
は
、「
官
兵
衛
の
里
・

西
脇
市
」
主
張
の
書
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
西
脇
市
が
黒
田

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と

を
主
張
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

も
の
で
す
。

　
「
播
磨
古
事
」
や
「
荘
厳
寺
本

黒
田
家
略
系
図
」
な
ど
、
黒
田
官

兵
衛
や
黒
田
氏
が
多
可
郡
黒
田
村

の
出
自
で
あ
る
こ
と
を
示
す
史
料

や
書
籍
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

主
張
の
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「官兵衛の里・西脇市」主張の書を公開
生誕地説の根拠となる

ト
ー
タ
ス
松
本
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の「
黒
田
牛
兵
衛
」

紅葉で有名な古刹・荘厳寺

ぎゅうべえくん⇒⇒
生みの親はあの
トータス松本さん

主張の書。市ホームページで
公開しています。

若い発想力で地域に新風を


